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4） 地域住民による行動計画の作成 ～自ら作成・実行・継続する取組み～ 
 安全安心なまちづくりを実現するために、自分たちが生活する地域の課題を抽出し、

課題解決に向けた取組みを住民が主体的に、様々な工夫を凝らして作成・実行・継

続することにより、地域に対する愛着や連帯感が醸成し、コミュニティが活性化す

る好循環を形成する。 
 行動計画の作成は、自治会、ＰＴＡ、学校関係者、スポーツ・文化サークル、ボラ

ンティア団体、商店会、企業等の多様な主体のリーダーなどを構成メンバーとした

ワークショップにより作成することが有効である。 
step1) 我がまちの安全安心の点検（課題、資源の抽出） 

step2) 効果的な活動内容や工夫すべき点について検討 

step3) 具体的な行動計画としてまとめる 
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 ワークショップ形式による社会実験結果  

 
a．社会実験の概要 

市民が自らの手で、わがまちの安全安心を点検し、課題を共有し、解決方法を見

出し、行動計画を作成するプロセスを実践した。 
社会実験は、新潟市内の３つのモデル地区（有明台小学校区、松浜小学校区、亀

田西小学校区）を設定し、各地区の住民（地域コミュニティ協議会をはじめ自治会

等の住民団体）、事業者、学校など、地域の安全安心なまちづくりに関係する様々な

人々を集め、ワークショップ形式での検討を３回行った。なお、ワークショップに

は各地区を管轄する警察、消防、社会福祉協議会等の関係者のオブザーバー参加に

より、情報の共有を図った。 
 

→ 詳細な結果については巻末の参考資料を参照 
 

b．実践結果から見える住民力強化の方向性 
ア）人とひと、人と地域とのつながりを醸成すること 

 社会実験においては、３地区共に指摘されていた大きな課題として、一

人暮らしの高齢者や単身世帯の若い世代など、人と人のつながり、ある

いは、地域とのつながり（既存の地域活動や団体への参加）に属さず社

会的に孤立状態にある人々をどのように、地域のつながりに回帰させ、

人々のつながりの中で支え合う地域づくりを進めていくかということが

挙げられていた。 
 このことは、住民力による安全安心なまちづくりの根幹的な課題であり、

社会的に孤立状態にある人々も地域の一員として認識し、これらの人々

の多様なニーズを地域で発見し、解決に向けたきっかけをつくる必要が

ある。 
 

イ）地域への愛着心が責任と自覚を醸成すること 
 社会実験においては、地域に暮らす参加者自らが地域の課題を発見し、

それを解決するための取組みを検討することで、自らが暮らしている地

域への愛着心やその地域にともに暮らす人々や活動団体など、地域コミ

ュニティへの愛着心が、安全で安心な地域につながるという発言や意見

が多く出されていた。 
 地域への愛着心は、自主性と責任を自覚した人々が、問題意識を共有す

ることでより強化されることにつながるため、地域への愛着心が感じら

れる単位としての地域コミュニティが安全安心なまちづくりへ能動的に

取り組むことが課題となる。 
 

ウ）地域コミュニティを強化するための主体間のネットワークと場づくり 
 社会実験に参加頂いた市民は、地域コミュニティ協議会や自治会、ある

いはそれぞれのサークル活動、ＰＴＡ、地元企業関係者など、それぞれ
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